
S01 －

―

 

活
動
状
況

活動エピソード

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

市民まちづくり計画策定においては、意見を述べるだけでなく、実際に行動に移してもらうため、「お試しア
クション」という実践プログラムを、策定過程に組み込んだ。そのため、市民への負担は増え、参加者は
減ったが、「まちのためにできることを、自分たちで実践する」という意識付けにつながった。

(延べ) 300 人

環
境
変
化

他市町での取組状況や
施策を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

本市にもいずれ訪れる超高齢・人口減少社会に備えるため、多くの市民にまちづくりの担い手としての意
識をもってもらう必要がある。

(延べ) 200 人 (延べ) 250 人(延べ) － 人 (延べ) 275 人

市民参加数・実績 市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

特になし 特になし

－ － 上記に含む

（金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

－ － 上記に含む 特になし

費用・実績 費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名）

成果・実績 成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標

－
市民まちづくり計画を策定
した。

市民まちづくり計画の推
進

市民まちづくり計画の推
進

市民まちづくり計画の推
進

長期
（2017） （2018） （2019） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）

(延べ) － 人

目
標
・
成
果
推
移
等
②

施策に係る取組② 市民まちづくり計画の策定

29年度 30年度 31年度 中期

(延べ) － 人 (延べ) － 人(延べ) 3943 人 (延べ) 30 人

市民参加数・実績 市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

特になし 特になし

総合計画関
連資料配布
委託

729千円
総合計画関
連資料配布
委託

925千円

（金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

総合計画策
定業務委託

6,091千円
総合計画策
定業務委託

6,772千円 特になし

費用・実績 費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名）

成果・実績 成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標

基本構想（素案）を策定し
た。

第６次総合計画（基本構
想・基本計画）及びアク
ションプランを策定した。

アクションプランの進捗
管理

アクションプランの進捗
管理

アクションプランの見直し

長期
（2017） （2018） （2019） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）

施策の
意図

（対象をどのような状態にしたいか）

・（市職員）総合計画に基づき、事業を実施する。
・（市民）まちづくりの担い手として、意識を持ち、主体的にまちづくり活動に携わっていただく。

目
標
・
成
果
推
移
等
①

施策に係る取組① 第6次総合計画の策定・推進

29年度 30年度 31年度 中期

長久手市みんなでつくるまち条例、長久手市総合計画審議会条例

施策開始の背景、経緯等

総合計画については、地方自治法による法的な策定根拠はなくなったが、まちづくりの課題は多様化して
おり、従来以上に総合的かつ計画的に市政運営を図ることの重要性が高まっていることから、継続して総
合計画を策定していくこととし、2018年7月に施行した「長久手市みんなでつくるまち条例」に策定根拠と議
決要件が明記された。

施
策
の
目
的
等

施策の
内容

（どのような施策なのか）

・総合的かつ計画的な行財政運営を図るため、総合計画を策定し推進する。
・多くの市民に関わっていただきながら、計画を策定し推進する。

施策の
対象

（誰、何を対象にしているか）

・市職員
・市民

基
本
情
報

第５次総合計画・基本方針 　 　みんなの力を結集する自治と協働のまち

まちづくり行程表・フラッグ 　 　「つながり」～一人ひとりに役割と居場所があるまち～

第６次総合計画・基本目標 　―

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等）

長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 施策名 総合計画事業

担当部課 市長公室経営企画課 関係部課 全課



内
部
意
見

総合計画担
当、財政担
当、行政改

革担当

・トータル・システムが構築されるように、長久手市みんなでつくるまち条例、中期財政計画、行政改革指針、行政評価等
と連携を引き続き図ってください。

評
価

評価・課題

(進捗状況や課題など）

多くの市民に関わっていただき、総合計画を策定することができた。また、単に策定に関わるだけでなく、
計画を推進する担い手として、１０組のチームが結成され、それぞれのチームが取り組む市民アクションを
まとめた市民まちづくり計画を策定することができた。

今
後

今後の
方向性、
改善点

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

市民まちづくり計画を知っていたり、積極的に関わる市民は、まだ一部の市民に限られているため、今後多くの市民に
知ってもらい関わってもらうことが必要になる。

改
善
状
況

改善ポイント

（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

従来の総合計画では、計画を推進していくのは行政としていたが、第６次総合計画では、「市民と行政が
協働する市民主体のまち」実現のため、市民が基本構想実現のために取り組む内容をまとめた市民まち
づくり計画を策定した。


